
 

  

生きるために必要な    

「法律」のはなし 

木村真美 高橋真理 志賀野歩人   

青木美佳 監修 

出版社：ナツメ社 1595 円（税込） 

八王子チャイルドライン代表の  

木村弁護士が本を出版されました。

M 姉妹に紹介してもらいます。 

みなさんは、SNSでのトラブル、いじめ、結婚の事で悩んだことはありますか？ 

この本は、そういった私たちの身近なできごとでみんなが悩んでいそうなことが学生向けに 

書かれていました。 

大きく分けて、インターネットでのトラブル、学校でのトラブル、男女関係のトラブル、 

家庭でのトラブル、大人になることとはどのようなことか、という五つのことです。 

私はこの本を読んで一番インターネットでのトラブルが、今の学生に役に立つと思いました。 

現在、スマホを持っている学生がたくさんいます。この本には、このようなことはいけない、

こうなってしまった場合はこうしたらいいということが、法律に基づいて書かれています。 

スマホを持っている学生は増えています。学生でなくても、インターネット（とくに SNS）で

不安がある人などは、ぜひこの本を読んで、正しく、安心・安全に使える様にしてみて下さ

い！                            M.H.（中１） 

法律の内容が少しむずかしかったけれど、マンガがあったので読んだら法律のこと    

が少しわかりました。本の中でも四つ注意しなければならないところがあります。 

一つめは曲をアレンジしてユーチューブなどのサイトにアップするのがいけないのか、ふし

ぎに思いました。しかし、作曲者の心を守るための法律だとわかりました。多くの人がユーチ

ューブを見ているので自分には関係ないと思っていても、関係があります。 

二つめは SNS上では、こじんじょうほうをのせない方がよいです。学校名などを教えてしま

ったら、まちぶせをしているかもしれないからです。 

三つめは、SNSに悪口を書かない方がよいです。匿名だからといってわからないわけではあ

りません。運営会社で名前を見れてしまうからです。 

四つめは、SNSで人の写真をあげない方がよいです。写真でこじんじょうほうがばれてしま

ったり、肖像権があるからです。 

子どもも楽しく読めるので、みなさん読んでみてください。     M.M.（小４） 


